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小豆島で小学生向け体験型出張授業を開催 
児童約 180 人がプラスチックフィルムの役割と環境について学ぶ 

  
当社は、8 月 27 日（木）・28 日（金）、香川県・小豆島の放課後児童クラブ計３カ所で、プラスチックフィルムの役

割と環境について学ぶ体験型の出張授業を開催しました。小豆島内の小学生計 181 人が参加し、食品包装用

フィルムの違いを実際に触って確かめたり、オリジナル包装袋づくりに挑戦したりしながら、フィルムの機能・役割

や資源循環の大切さについて理解を深めました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

近年、中東の石油資源への依存や海洋ごみ問題などを背景に、プラスチックの利便性だけでなく環境負荷や

資源循環のあり方に対して関心が高まっています。離島である小豆島では、毎年多くの海洋ごみが漂着しており、

官民が連携してその対策に取り組むなど、プラスチック資源との持続可能な関わり方が地域の課題となっています。 

プラスチックフィルムを主力製品の一つとする当社は、プラスチックが抱える課題だけでなく、人々の暮らしを支

える役割や優れた機能について地域の子どもたちに知ってもらおうと、このほど香川県小豆島町の池田放課後児

童クラブと内海放課後児童クラブ、香川県土庄町の土庄放課後児童クラブの計３カ所で出張授業を実施しました。 

授業では、ポリエステルやポリプロピレンといった原料によるフィルムの性能の違いや、お菓子の包装材に使わ

れているフィルムの構造について解説しました。また、プラスチックの価値を活かしながら資源循環につなげるた

めには、適切な分別とリサイクルが重要であることを学んでもらいました。 
 児童らは実際にフィルムを触って比較体験したり、オリジナル包装袋づくりを楽しんだりしながら、包装用フィルム

の開封性が用途によって異なることや、食品のおいしさや品質を守り、食品ロス削減にも役立っていることを学び

ました。授業後には、「プラスチックは地球に悪いイメージがあったけど、食べ物を守っていることがわかった」「お

菓子の袋にたくさんの秘密があると知ってびっくりした」などの感想が寄せられました。 

当社は今後も、地域社会との対話や次世代への環境教育活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献してい

きます。 

■当社の包装用フィルム製品について 
当社はポリエステルやポリプロピレン、ポリエチレン、ナイロン等を原料に、さまざまな機能性を

付与したフィルム製品を幅広く展開しています。高剛性・高耐熱性を実現し、包装材の減容化や

単一素材化に貢献するポリプロピレンフィルム「パイレン EXTOP®」シリーズをはじめ、バイオマス

由来原料を使用したフィルムなどの環境対応製品のラインアップも充実しており、大手コンビニ

チェーンの定番商品シリーズの包装材にも採用される※など、国内で高いシェアを誇ります。 
※： 2025 年 11 月 18 日付、当社ニュースリリース： https://www.toyobo.co.jp/news/2025/release_1852.html 
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出張授業の様子 包装フィルムのサンプルを使って、 
開封しやすさを比較する児童たち 

mailto:pr_g@toyobo.jp
https://www.toyobo.co.jp/news/2025/release_1852.html

